
平成23年 日本冒険遊び場づくり協会 ミニミニ全国集会

　東日本大震災以降、様々な遊び場づくりが行われて
きました。新しく始まった遊び場、震災前からあった
遊び場の再開。各地で皆、できることからはじめています。
　津波被害を受けた地域で子どもたちを日々みつめてきた
方の話も交えながら、災害時の遊び場づくりの可能性や、
私たち一人ひとりができることは何か、仙台に立ち
一緒に考えてみませんか？

被災地で考える、遊び場づくり

10月16日(日) 

講演会

分科会（パネルディスカッション）

特定非営利活動法人日本冒険遊び場づくり協会 (企画：地域運営委員)

西公園プレーパークの会、ふるじろプレーパークの会
特定非営利活動法人冒険あそび場-せんだい・みやぎネットワーク、りふ・プレーパーク

主催　
共催　

14:00～17:00 (受付13:30～)

1,000円（日本冒険遊び場づくり協会会員は800円）
※オプション企画１への参加者は、別途500円が必要です。

参加費

定員 100名（先着順）　※分科会は各室の定員がそれぞれ50名となります。

「東六郷」の子どもたちを見つめて

全体会

被災地の報告を受け、私たちは考える。

震災後の動き、そして
遊び場再開までの道のり

遊び場訪問（オプション企画）

１.海岸公園冒険広場
１.

２. 震災後、遊び場づくりを始めて

10月15日(土)

※子どもがつくった「震度計」

２.西公園プレーパーク

in 仙台市民会館 交流会

in 仙台市市民活動サポートセンター
10:00～12:30 (受付9:30～）

17:15～18:15



託児 1人500円　(先着定員10名/14:00～17:00要予約)　※初日のみ

氏名、所属、電話番号、住所、各プログラムへの参加希望および託児の有無、日本冒険遊
び場づくり協会2011年度会員の方は会員種別を、下記申込先までお知らせください。
FAXをご利用の方は以下の項目を記入してお送り下さい。

申込締切

問合せ先

平成23年9月末日

E-mail　japa20111015sendai@yahoo.co.jp　(仙台集会専用)
FAX　　022-774-1696　(仙台集会専用)

申込先

E-mail　japa20111015sendai@yahoo.co.jp　(仙台集会専用)
TEL　022-264-0667 (特定非営利活動法人冒険あそび場-せんだい・みやぎネットワーク) 

プログラム
15日

16日

子どもの遊びに関わっている方、これから関わろうとしている人など、興味関心のある方
ならどなたでも。対象

☆オプション企画

※飲み物は各自ご用意下さい

☆分科会　14:00～17:00　仙台市民会館 (地下鉄勾当台公園駅より徒歩15分)

☆交流会　17:15～18:15　仙台市民会館　和室2

1.七郷あそび場・海岸公園冒険広場訪問 (10:00 仙台駅東口 出発)
2.西公園プレーパーク訪問 (11:30  現地集合)

1.震災後の動き、そして遊び場再開までの道のり (第四会議室)

2.震災後、遊び場づくりを始めて (第五会議室)

☆講演会　10:00～11:15　仙台市市民活動サポートセンター(地下鉄広瀬通駅より徒歩1分)

☆全体会　11:15～12:30　仙台市市民活動サポートセンター

「東六郷」の子どもたちを見つめて 東六郷幼児学園 高橋雄子 (セミナーホール)

被災地の報告を受け、私たちは考える。(セミナーホール)

申込方法

講演会 全体会

15日

16日

オプション企画

氏名

分科会 交流会 託児

１に参加　２に参加　不参加 １に参加　２に参加　不参加

参加　不参加 参加　不参加

参加　不参加 有　無

所属 電話番号

会員種別住所

西公園プレーパークの会 佐々木啓子　ふるじろプレーパークの会代表 森あおい
海岸公園冒険広場プレーリーダー 根本暁生　 りふ・プレーパーク代表 鈴木公子　

にしのみや遊び場つくろう会（岩手県野田村）米山清美
亀が森公園で遊んでみよう会（石巻市河北地区）阿部正樹
日本冒険遊び場づくり協会「あそびーばー」（気仙沼市本吉）発表者未定

※電話受付は土・日・月は休み

※会員のみ記入
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西公園

仙台市民会館

仙台市市民活動
サポートセンター

仙台駅

広瀬通駅

勾当台公園駅


